
金
揮
官
邸
志
巷

へ
合
併
し
、
中
石
川
郡
と
呼
ぺ
り
。
故
に
金
揮
の
城
地
を
も
石
川
郡

に
隷
す
と
い
へ
り
。
松
椋
語
固
に
云
ふ
。
金
津
械
は
石
.
浦
庄
山
崎
村

の
地
内
に
て
、
昔
営
圏
一
授
原
の
頃
、
本
願
寺
よ
り
末
寺
を
建
つ
る

時
、
此
の
地
能
き
所
也
と
て
、
共
の
さ
き
芝
山
た
り
し
を
米
六
石
に
永

代
買
ひ
取
り
建
立
す
。
是
今
の
本
丸
の
地
也
と
o
金
披
隆
盛
私
記
に

一宮ふ
0

・
委
考
私
曲
城
之
故
地
吋
石
川
郡
醤
石
浦
庄
山
崎
村
之
地
也
。
民

居
今
十
間
町
之
前
後
也
。
其
近
港
町
名
目
=
山
崎
町
吋
山
崎
村
古
千
石

飴
所
也
一
宮
L
K

。
叉
去
ふ
。
凡
山
崎
之
地
。
北
東
照
宮
御
銀
座
之
所
並

金
披
地
。
甫
金
龍
山
総
門
之
漣
。
東
品
川
谷
.
馬
坂
之
上
畿
圏
山
後
。
西

大
坂
大
衆
寺
坂
之
上
是
也
。
然
則
小
立
野
大
概
山
崎
村
之
地
也
と
。

般
守
る
に
、
山
崎
村
の
民
居
は
今
十
関
町
之
前
後
也
と
載
せ
た
る
は

非
也
。
彼
の
村
跡
は
、
今
集
六
闘
の
地
よ
り
小
立
野
出
mm
町
へ
か
け

村
落
あ
り
た
る
よ
し
.
三
州
志
来
因
概
覧
に
見
え
、
山
崎
町
は
今
い

ふ
石
引
町
也
と
せ
り
。
是
賀
稔
怠
る
ぺ
し
。
さ
て
山
崎
村
は
石
浦
庄

七
ケ
村
の
一
村
に
て
、
大
豆
田
滞
住
寺
記
に
‘
文
保
二
年
大
衆
寺
二

世
盛
山
和
倫
加
州
加
賀
郡
山
崎
村
に
建
立
、
花
園
帝
勅
願
を
賜
ひ
、

三
百
貨
の
地
を
寄
附
し
給
ふ
給
旨
等
停
来
之
庭
、
中
古
兵
火
に
躍
り

悉
く
焼
亡
す
。
庭
室
和
倫
の
時
、
大
豆
田
村
に
於
い
て
寺
地
を
賜
は

ぺ
し
。
赤
松
政
則
が
加
賀
宇
園
の
守
護
験
と
成
り
し
は
、
後
花
園
天

皇
の
御
世
長
線
二
年
十
一
月
十
九
日
に
て
、
翠
三
年
十
月
加
賀
字
国

へ
赤
松
衆
入
部
す
と
赤
松
再
興
記
に
見
え
‘
伴
信
友
が
油
関
根
記
K
.

赤
松
が
家
再
興
あ
り
て
、
富
樫
次
郎
成
春
が
関
所
加
賀
園
河
北
・
石

川
雨
郡
に
.
備
前
園
新
田
庄
等
を
、
給
皆
に
御
駿
替
を
添
へ
て
下
さ

れ
け
り
。
と
あ
り
o
h
も
ふ
に
、
此
の
時
既
に
加
賀
郡
を
河
北
郡
と

載
せ
た
れ
ば
、
大
野
郷
石
浦
庄
な
ど
を
石
川
郡
へ
隷
し
た
る
は
、
そ

れ
よ
り
以
前
友
る
事
知
ら
れ
け
り
。
さ
て
明
治
四
年
七
月
慶
藩
笹
脂
綿

の
御
裂
令
あ
り
て
、
金
湾
海
を
陵
し
更
に
金
調
停
臓
を
置
か
れ
‘
長
町

の
奮
藩
聴
を
膝
腐
と
た
し
、
腕
柿
治
の
創
業
に
着
手
の
際
、
周
年
十
一

月
最
前
置
か
れ
し
諸
膝
を
厳
し
、
更
に
新
臓
を
置
か
れ
、
加
賀
一
園

を
ぽ
金
禅
師
勝
と
し
、
翌
五
年
二
月
石
川
勝
と
改
稽
し
、
職
臨
は
閣
の

中
央
を
撰
び
、
石
川
郡
美
川
町
楠
本
音
へ
移
輔
せ
し
か

E
、
同
年
九
月

七
尾
臓
を
厳
し
、
能
登
一
国
を
石
川
勝
へ
合
併
せ
ら
れ
、
加
賀
・
能

登
爾
園
管
内
と
た
り
し
故
、
六
年
一
月
金
津
へ
移
廊
相
成
り
、
勝
腐

を
ぽ
金
津
庚
坂
通
り
諸
問
藩
磁
の
附
属
替
修
局
の
建
物
を
ぽ
、
共
の
憧

仮
り
の
膝
腐
と
た
し
・
同
十
三
年
に
後
ロ
地
な
る
奮
堂
形
米
倉
の
地
等

を
合
併
し
、
悉
〈
諮
り
替
へ
あ
り
て
今
・
日
の
如
〈
成
り
た
り
。
鯨
名

金
滞
古
蹟
志
巻
一

-

a

・

!
i
!
?
-
i
J
・A
r
i
l
-
-
j

四

り
、
堂
宇
再
興
す
o
と
見
え
・
共
の
替
地
は
小
立
野
修
理
谷
坂
の
下
・
一

小
姓
町
地
裁
橋
の
謹
也
。
と
亀
尾
記
に
い
へ
り
。
按
宇
る
に
右
寺
紀

に
加
賀
郡
山
崎
村
と
蛾
せ
た
る
も
の
、
是
そ
の
か
み
の
賞
記
に
掠
り

て
記
載
せ
し
た
る
ペ
し
。
さ
れ
ば
石
浦
庄
七
ク
村
の
地
も
‘
皆
目
疋
い

に
し
へ
加
賀
郡
の
地
内
た
る
事
い
ち
じ
る
し
。
石
浦
紳
枇
は
披
内
の

土
地
紳
に

τ、
延
菩
式
内
加
賀
郡
三
輪
紳
枇
た
ら
ん
と
の
段
、
さ
も

あ
る
べ
し
。
叉
中
石
川
は
加
賀
郡
の
地
内
な
り
と
の
停
訟
に
擦
り

τ

倫
湾
ふ
る
に
、
大
野
庄
の
諸
村
今
皆
石
川
郡
と
注
し
、
中
石
川
の
地

内
と
す
れ
ど
、
日
本
鍵
異
紀
に
加
細
川
大
野
郡
畝
岡
村
、
=
一
代
貫
録
に

加
賀
郡
大
野
郷
、
延
菩
式
紳
名
幌
に
加
賀
郡
大
野
と
す
。
津
田
鳳
卿

が
大
野
郷
訪
古
俳
記
に
も
、
大
野
郷
在
=
金
府
城
西
北
牛
車
-
云
々
。
上

古
脇
且
加
賀
郡
吋
弘
仁
以
還
至
a
延
菩
・
天
廃
刊
園
典
昭
噺
有
v
徴
云
々
。

及
昌
足
利
氏
中
葉
刊
以
=
・
赤
松
政
則
-
潟
a
加
賀
字
国
守
護
-
時
。
或
私
制
昌
玉

え
・
大
野
二
郷
吋
一
隷
a
石
川
郡
-
欺
。
刊
本
和
名
類
一
来
紗
以
=
大
桑
大
野

芹
岡
井
家
四
郷
-
系
昌
石
川
吋
以
昌
玉
A
A
郷
-
系
a
加
賀
郡
二
蹄
飢
茜
実
。
と

い
へ
り
。
今
按
守
る
に
、
石
浦
庄
は
和
名
抄
よ
り
後
に
置
き
た
る
郷

庄
た
ら
ん
か
。
彼
の
郷
中
に
は
共
の
名
所
見
怠
け
れ
E
‘
加
賀
郡
の
属

地
怠
る
を
、
大
野
郷
・
な
ど
h
同
じ
〈
後
に
石
川
郡
へ
隷
し
た
る
た
る

は
石
川
郡
美
川
町
に
あ
り
し
時
の
ま
為
、
今
に
至
り
石
川
騒
と
稀
す
。

。
金
海
市
中
方
位

.
金
棒
は
披
郭
を
中
央
と
た
し
、
街
巻
の
家
屋
そ
の
諮
り
に
盈
浦
せ

り
。
東
南
は
遥
か
に
山
獄
図
絵
し
て
、
小
立
野
山
附
一
崎
山
・
卯
辰
山
諮
問

雌
近
〈
援
し
‘
山
林
を
隔
つ
る
と
と
縫
か
に
一
星
に
過
ぎ
A
Y
o
摩
川
・

滋
野
川
の
こ
水
市
中
の
東
南
を
流
れ
て
、
薪
材
運
搬
の
使
を
な
し
、
甫

西
北
は
庚
大
な
る
原
野
良
国
に
し
て
、
悉
く
土
壌
沃
肥
‘
村
落
櫛
比

す
。
西
は
蒼
海
、
北
は
河
北
潟
の
湖
水
を
去
る
事
各
二
塁
、
四
季
鮮
魚

の
美
味
は
さ
ら
・
な
り
、
海
路
自
由
に
し
て
、
能
登
・
越
中
山
海
陸
地
の

諸
産
物
蓮
総
の
使
を
得
、
諸
郡
一
郷
里
の
諸
ロ
maゆ
く
古
海
市
へ
輸
入
す

る
事
絶
え
歩
。
貨
に
水
陸
の
府
滅
、
物
産
の
管
風
宮
儲
の
地
と
い
ひ

て
可
な
ら
ん
か
。
土
屋
義
休
が
金
披
隆
盛
私
記
に
-X
ふ
。
抑
.
加
陽
金

津
減
。
人
傑
地
露
。
遠
近
景
勝

a

無
v
不
v
備
実

e

於
v
南
高
組
宗
廟
.
鶏
然

岡
a
基
於
高
徳
山
東
西
河
流
汎
々
。
周
ι
仁
津
-
考
石
盤
泉
ぺ
松
柏
穆

ぺ
櫓
門
基
舎

4

盈
=
浦
共
中
吋
披
外
備
昌
陽
鏡
抜
内
手
陰
麹
保
=
合
大

和
吋
乃
利
宙
勺
園
都
篤
泰
也
。
営
v
知
。
西
高
東
俺
則
青
龍
地
是
也
。
漣

以
昌
三
州
之
地
吋
臆
"
辰
之
コ
則
東
越
中
小
矢
部
川
流
。
自
a
刀
利
樗
尾
峠
吋

湯
山
州
事
伏
木
之
湊
-
武
十
墨
・
北
則
有
国
能
州
貧
血
払
鈴
断
吋
南
則
有

a
加

一五




